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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、英国の研究者と協力して、エアロゾル分散制御をしな

がら、同時に高度な微粒子測定と評価が可能な安全なレーザー除染シ

ステムを開発することを目的としている。 

日本側では、CFD解析を活用して、セシウム等を浸透した物質へのレ

ーザー加工により発生する放射性エアロゾルを水ミストとスプレーに

より効果的に制御するシステムを開発し、最終的には日英の研究成果

を活用して、両国の試験施設において実証試験を行うことにより、今

後、両国の廃炉現場において適用可能性のある高線量エリアのレーザ

ー除染計画に役立てることを目的として、以下の項目を行う。 

１）レーザー加工による微粒子飛散評価 

２）データ評価およびモックアップ試験 

２．総合評価 Ａ 
・福島第一原子力発電所の廃止措置を進めるにあたり、作業員の被ば

くリスクを低減させることは重要な課題であり、レーザーによる除

染と、除染により発生する放射性微粒子を制御するシステムの開発

は評価ができる。 

・ナノサイズの放射性微粒子を効率的に除去するため、水ミストや水

スプレーへの電荷付与により、微粒子を凝集させてサイズを大きく

するというアイデアは、新規性、独創性があり評価ができる。 

・一方で、開発した技術の現場への適用にはまだ遠く、課題を明確に

し、１つずつ解決して欲しい。 

・英国側で開発した技術との融合の結果などが明確に示されておら

ず、二国間協力のシナジー効果が見えにくかったことは残念であ

る。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


